　　
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和8年6月5日（金）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：川守田　裕紀
	上野（雅）
	国光
	佐藤
	上野（由）
	川守田
	藤原
	熊谷
	田浦
	木村（直）
	織田

	深
	休
	年
	　休
	○
	準
	年
	　休
	　深
	　休

	一戸
	大久保
	渡辺
	五戸
	大矢
	高橋
	木村（誠）
	石橋
	古川
	馬場

	〇
	準
	　〇
	〇
	〇
	○
	深
	　休
	準
	　○

	久保
	小澤
	鎌本
	上野(由紀)
	
	
	
	
	
	

	休
	〇
	○
	〇
	
	
	
	

	
	



＜連絡事項＞
・特になし。

＜入室状況＞
【転出】
・小笠原　正一様～南病棟Dユニットへ転出

【入院】
・金澤　圭祐様～東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院

＜患者様情報＞
・松川　うめ子様～主治医へ大里脳神経への情報提供書依頼済

・工藤 孝雄様～主治医診察にて経管栄養の意向をFaへ確認の指示。経口が難しい場合は経管導入をと。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放時奇声、他室侵入くりかえし自制困難にて開放観察は早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。不穏興奮なく対面時穏やかに過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。拘束部位皮膚トラブルや循環障害なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・庭野　清隆様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中は多弁だが、再入室時拒否あり、説得再入室される。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・長根　瞳様～身体拘束中。小柳Dｒ診察にて肩拘束解除となる。その後は気分高揚なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜小栁Dr診察情報＞
・中村　恵子様～診察時不定愁訴、帰宅要求の増大あり。本人より強い退院希望あり。主治医より家族連絡し退院日を決めるよう指示あり。退院時処方14日分、不穏時薬5回分処方あり。

・長根　瞳様～本人より食欲不振や不調の訴えあり。昨日より抗生剤開始している事、経口補水は
出来ている事を加味し、現時点では点滴実施せず経過観察との事。本日より肩拘束
解除の指示受ける。

・他患者様処方、処置内容変更なし。

＜入院患者様情報①＞
  日　　時：令和8年6月5日　14:55
　氏　　名：金澤　圭祐様様（かなざわ　けいすけ）様
　生年月日：昭和11年7月10日(89歳)
　病　　名：認知症、せん妄
　性　　別：男性
　主 治 医：高橋Dr
　サポート医 ：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　＜経過＞
　2回の脳梗塞既往があり、体の片側の温度を感じにくくなっていた。平成28年頃に妻を転ばせて怪我を負わせた事があり、警察から認知症の可能性を指摘された。その後八戸赤十字病院の精神科に通院、心不全を発症し岸原病院へ入院となった。令和8年5月上旬、転倒し体動困難となっており、かかりつけの岸原病院を受診。打撲とのことで令和8年5月14日に同院入院となった。入院中昼夜逆転しており、夜間不眠の状態。本人の意に沿わないと強い抵抗を示し、暴言もみられていた。妻は両目失明状態で今後目の手術を控えており、術後は介護老人保健施設「はくじゅ」へ入
所の予定である。上記精神症状から施設への入所も困難なため、令和8年6月5日当院初診。同日14:55当院一回目の医療保護入院となった。
